
佐藤理

代表取締役専務執行役員

脱炭素社会の実現に向けた進捗

撮影場所：三井物産の森 三重県・三土山林
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インパクト半減に向けたロードマップ

資産売却

⚫ 火力発電事業
⚫ 火力発電事業
⚫ 火力発電事業

排出削減量

排出増加量

総排出量＝前中経最終年度の総排出量＋排出増加量ー排出削減量

削減貢献型事業の推進

⚫ 次世代燃料製造・販売事業の開始
⚫ 再エネ事業の操業開始

台湾海龍洋上風力発電、

※本数値は現時点での想定で、変動の可能性があります
※本グラフにおける削減貢献量には、吸収除去・オフセット量に該当する数値を含みます
※ には、削減貢献量は含みません

総排出量
カテゴリー

削減貢献量
事業を通じた社会の排出量削減

済事業の排出量
期時点で 済の火力発電事業で

フル稼働後に見込まれる排出増加量

インパクト
残存排出量ー削減貢献量



次世代燃料事業におけるグローバルポートフォリオ

◆多種多様なプロジェクトを同時並行で進め、グローバルに中長期での次世代燃料ポートフォリオを構築中
◆総合力を発揮し、全社横断で需要と供給、双方から事業を推進

次世代燃料製造 水素・アンモニア製造次世代燃料周辺事業・需要創出 水素・アンモニア周辺事業・需要創出

欧州

中東

アジア
日本

豪州

北米

南米

ポルトガル 製造

デンマーク メタノール製造

フランス・ノルウェー グリーン水素製造

ノルウェー圧力容器製造 水素・ 用

ポルトガル バス製造・販売事業

中国次世代エタノール製造

インドバイオマス原料集荷事業

シンガポールグリーンメタノール燃料

供給オペレーション

メタノール燃料船販売

製造

アンモニア受入拠点構想

燃料アンモニア供給

アンモニア

豪州クリーンアンモニア事業化

豪州グリーン水素製造

水素ステーション供給

デモプラント製造

バイオメタノール製造

クリーンアンモニア供給

水素ステーション供給

バイオディーゼル燃料

ソリューション機器製造・販売

クリーンアンモニア製造
水素

サプライチェーン事業化
チリ グリーンアンモニア製造実証

ブラジルバイオガス配給

浮体式貯蔵再ガス化設備
：再生可能ディーゼル

：持続可能な航空燃料

再生可能天然ガス製造



欧州

中東

アジア
日本

豪州

北米

南米

ポルトガル 製造

デンマーク メタノール製造

フランス・ノルウェー グリーン水素製造

ノルウェー圧力容器製造 水素・ 用

ポルトガル バス製造・販売事業

中国次世代エタノール製造

インドバイオマス原料集荷事業

シンガポールグリーンメタノール燃料

供給オペレーション

メタノール燃料船販売

製造

アンモニア受入拠点構想

燃料アンモニア供給

アンモニア

豪州クリーンアンモニア事業化

豪州グリーン水素製造

水素ステーション供給

デモプラント製造

バイオメタノール製造

クリーンアンモニア供給

水素ステーション供給

バイオディーゼル燃料

ソリューション機器製造・販売

クリーンアンモニア製造
水素

サプライチェーン事業化
チリ グリーンアンモニア製造実証

ブラジルバイオガス配給

次世代燃料事業におけるグローバルポートフォリオ

◆中流・下流事業での知見を活かし、複数の次世代燃料事業への投資を決定
◆次世代燃料関連の 期までの累計投下資本は約 億円、当期利益は約 億円 を目指す

⚫エネルギー ⚫機械・インフラ ⚫生活産業⚫化学品 ⚫次世代・機能推進セグメント

再生可能天然ガス製造

中期経営計画 における の内、水素、アンモニアを含む次世代燃料製造事業全般が対象
：再生可能ディーゼル ：持続可能な航空燃料 ：再生可能天然ガス

製造・販売

• 生産・販売中 • 削減貢献量約 万トン 年

◆バイオメタノール・バイオ 需要創出
◆ 利活用
◆ トレーディング実績

価値
提供

投下資本

約

億円

・ 製造・販売

• 年稼働開始予定 • 削減貢献量約 万トン 年

投下資本

約

億円

◆原料供給
◆製品マーケティング
◆ 取組実績

価値
提供

メタノール製造・販売

• 年稼働開始予定 • 削減貢献量約 万トン 年

投下資本

約

億円

◆メタノール製造・販売・輸送
◆船舶燃料の需要創出
◆プラントの 実績

価値
提供



クリーンアンモニアバリューチェーンの構築

◆産業横断的な実績・知見の組み合わせとパートナーとの連携を通じ、様々な取組みを同時並行で推進

⚫エネルギー ⚫機械・インフラ ⚫化学品セグメント

アンモニア運搬船

アンモニア燃料船共同開発

◆ アンモニアタンクオペレーション
◆ アンモニア輸送船の保有・運航

蓄積した知見

アンモニア燃料供給 実証事業

アンモニア

◆ アンモニアトレーディング
◆ 電力販売
◆ 事業

蓄積した知見

水素・アンモニアサプライチェーン構想

輸 送 利用・販売

浮体式貯蔵再ガス化設備

クリーンアンモニア製造

◆ 天然ガス・ の開発･生産
◆ 実証実験の実績
◆ 再エネ発電事業
◆ 肥料用アンモニア製造事業

蓄積した知見

製 造

水素・アンモニアサプライチェーン構想

アンモニア

アンモニア燃料供給 実証事業



バリューチェーン上の 削減取組≪製鉄バリューチェーン≫

セグメント ⚫金属資源 ⚫エネルギー ⚫機械・インフラ ⚫鉄鋼製品⚫化学品 ⚫次世代・機能推進

原料採掘・調達

低炭素型鉱山機械の導入・販売

鉱山操業への再エネ導入
─豪州鉄鉱石・原料炭事業での取組

─ との 削減を目的とした包括的協業

次世代機器導入による船舶燃費向上
─

─

─ パワーエックス

船舶用次世代燃料 供給
─ メタノール燃料供給オペレーショントライアル

輸 送

鉄鋼原料の塊成化プロセスの低炭素化
─

─神戸製鋼所との共同事業
直接還元鉄製造

─

─ 、エムエム建材

電炉での鋼材製造・スクラップ供給

製 鉄

メタノール・アンモニア等



バリューチェーン上の 削減取組≪ガスバリューチェーン≫

二酸化炭素の回収・貯留をサービスとして顧客に提供する事業

セグメント ⚫金属資源 ⚫エネルギー ⚫機械・インフラ ⚫鉄鋼製品⚫化学品 ⚫次世代・機能推進

導入の検討・推進
─

低炭素エネルギーの供給
─ クリーンアンモニア
─ ：

液化プラント等の省エネ化・再エネ調達の
検討・推進
─

天然ガス生産・液化事業

パイプラインの高度補修技術による
流出防止

─

船舶燃費の最適化
─

輸 送

の提供
─

─ 事業化調査

─ マレーシア 地下貯留及び液化 船輸送検討
船開発・導入促進

高効率ガス火力発電所の運営

販売・使用・回収



バリューチェーン上の 削減取組≪自動車バリューチェーン≫

セグメント ⚫金属資源 ⚫エネルギー ⚫機械・インフラ ⚫鉄鋼製品⚫化学品 ⚫次世代・機能推進

走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない電気自動車 、燃料電池車 等

生産・販売事業
─

向け部品製造・販売
─

電動モビリティ向け電池システム製造事業
─

─

高圧水素タンク製造・販売
─

製造・組立・販売

水素ステーション事業
─

充電システムの開発・提供
─

次世代エタノール生成事業
─ 、

バイオディーゼル燃料ソリューション機器
製造・販売
─

使用・利用

金属 鉄・非鉄 リサイクル事業
─ 、エムエム建材

リチウムイオン電池リサイクル事業

リサイクル



サステナビリティ経営の進捗

年 月期

⚫気候変動リスクと機会の分析強化

⚫自然への依存・影響の把握と分析、方針策定

⚫人権デューデリジェンスの実効性向上

⚫ 『「未来をつくる」人をつくる』人的資本レポートの発行

⚫取締役会の実効性向上に向けた取組み
機関設計についての継続的な検討、審議充実化・効率化取組み

⚫サステナビリティ委員会とポートフォリオ管理委員会の連携強化
ポートフォリオ変革に向けた取組み

⚫ステークホルダーエンゲージメントの強化

⚫財務情報・非財務情報の結合性に関する検討



取締役会における議論

年 月期取締役会への付議・報告

⚫役員報酬 各要素の 年 月期評価手法

⚫サステナビリティ経営中間活動報告

⚫サステナビリティ経営報告及び翌期方針 予定

年 月期社外役員会議テーマ

⚫気候変動対応状況

排出量見通し及び 排出量







排出量内訳

※ 期時点で 済の火力発電事業でフル稼働後に見込まれる排出増加分を加味した合計値は、 期 百万トン、 期 百万トン

単位：百万トン年 月期 基準年 年目標

単体・連結子会社

インパクト 半減 目標値 以下

合計

カテゴリー
（投資）

発電事業

金属資源

エネルギー

その他

削減貢献量・吸収量 ▲

半減 目標値 以下

年 月期

▲

年 月期

▲

見通し



排出量内訳

購入した製品・サービス

資本財

、 に含まれない燃料・エネルギー関連活動

輸送・配送 上流

事業から出る廃棄物

出張

通勤

リース資産 上流 対象外

輸送・配送 下流 カテゴリー に含む

販売した製品の加工

販売した製品の使用

販売した製品の廃棄

リース資産 下流

フランチャイズ 対象外

投資

合計

年 月期 カテゴリ別内訳

セグメント内訳 合計カテゴリ

単位：百万トン

⚫ 金属資源

⚫ エネルギー

⚫ 機械・インフラ

⚫ 化学品

⚫ 鉄鋼製品

⚫ 生活産業

⚫ 金属資源

⚫ 金属資源

⚫ エネルギー

⚫ 機械・インフラ

⚫ 化学品



ー 〇 －

〇 ー －

〇 〇 〇

未採用 〇 〇

〇 〇 〇

未採用 未採用 〇

社会からの評価

未評価

（ ）

数値は低いほど高評価

評価機関スコア
年 月時点

採用
国内株式指数 年 月時点

年 月 見込み に年次評価受領予定
年より が採用開始
年より が採用開始


